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　このたびの大阪教区同朋大会は、宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌
のお待ち受け事業の一環として開催されます。
　今から七百五十年前、濁

じょくせ
世にまみれた群

ぐんじょう
生と、共に生きられた親

鸞聖人は「御
おんどうぼう

同朋」という表現をもって、他でもない我々の「いのち」
がみな輝いている存在であると見い出してくださいました。
　しかし、現代社会に生きる我々の姿は、理知の闇に迷い、苦しみ、
不安に苛

さいな
まれ、疲れきったものとなっているのではないでしょうか。

人間の普遍的・根源的な願いとして、生まれた意義や生きる喜びを
見い出し、自分自身の存在が認め
られているという実感を持つこと
は難しくなってきているように感
じられます。
　そのなか、大阪教区御遠忌テー
マである「いのち輝け！ 今、いのちがあなたを生きている」と同一
のテーマを掲げて、今回の教区同朋大会を開催します。
　このテーマは、阿弥陀仏からの我々に対する呼びかけであり、そ
の願いが表現されています。「いのち」そのものに目覚めてほしい、
そしてその「いのち」は、私たちのところまで連綿と受け継がれて
きた事実であることに気づいてほしいと、受け止めて表わされたも
のです。
　宗祖親鸞聖人七百回御遠忌を契機に産声を上げた真宗同朋会運動
は、親鸞聖人の顕

あきら
かにされた本願念仏のみ教えに、我々一人ひとり

が「個の自覚」に立ち、我が身の在り方を問い直す至純なる信仰運
動です。
　この運動が提起されて、初めてお迎えする宗祖の御遠忌を目前に
して、大阪教区の御同朋・御

おんどうぎょう
同行が一堂に会し、自身の在り方を共

に確かめ合いたいと願っております。
　皆さまのご参加を心からお待ちしています。

趣旨文

プログラム
－難波別院本堂－ 90 分

　　真宗宗歌
　　勤行（同朋奉讃）

　　大阪教区教化委員長（大阪教務所長）挨拶
　　記念講演
　　　「親鸞聖人と私」蓑輪秀邦氏
－休憩・移動－ 40 分
－御堂会館大ホール－ 50 分

　　御遠忌テーマソング
　　　「今、いのちにめざめるとき」合唱
　　趣旨文朗読
　　ビデオ上映
　　　「出遇えて、よかった　それぞれのスタートライン」
　　同朋の声
　　恩徳讃

講師紹介
1939 年福井県鯖江市生まれ。京都大学文学部卒業。真宗大谷
派教学研究所研究員を経て、仁愛大学人間学部名誉教授。宗教
哲学を専門とするかたわら、聖徳太子、親鸞について研究され
ている。現在、福井教区教学研究所長、福井教区仰明寺前住職。
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ビデオ

出遇えて、よかった
それぞれのスタートライン
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死ぬことが情けないのではない
空しく終わる人生がやりきれないのだ

浅田正作

今、いのちがあなたを生きている

むなしいと感じるのは、
本当に自分にうなずきたいから

四衛　亮

自分の心が一番しまつに困る
承知せぬのは自分の心である

曽我量深

またひとつしくじった
しくじるたびに目があいて
世の中すこし広くなる

榎本栄一

仏教の出発点は
悲しむべき人間の事実である

宮城　顕



真宗宗歌 御遠忌テーマソング

　今、いのちに
　目覚めるとき
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恩徳讃
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心が深く負う傷は
すぐに癒えないけれど
その悲しみの淵から
私に呼びかけるものがある
あなたはあなたでよいのだと
気づいたときから生きられる
このかけがえのない私に
いのちが今、きらめく

どうにも抑えられない
憎しみはあるけれど
ふるえる思いの中から
私に問いかけるものがある
あなた自身はどうなのかと
問われたときから生きられる
このかけがえのない私に
いのちが今、ときめく

辛い涙に暮れる日は
決して尽きないけれど
私が絶望しても
私を見捨てないものがある
私を生かすはたらきに
目覚めたときから生きられる
このかけがえのない私に
いのちが今、かがやく

作詞：茨田通俊
作曲：清澤久恵
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主催：大阪教区教化委員会／大阪教区宗祖親鸞聖人750回御遠忌委員会


